
島根原子力発電所 安全対策等の実施状況をお知らせします【２０２２年１０月】 
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【原子炉建物】 

約９ｍ 

約８ｍ 約７ｍ 

■ 炉心が損傷し、ブローアウトパネル※が開放している状態において、開口部を閉止し、 

原子炉建物の気密性を確保するため、ブローアウトパネル閉止装置を設置します。 

■ 現在、建物内で閉止装置の取り付け作業を実施しています。 

[2 号機：2023 年度内完了予定  3 号機：2024 年度上期完了予定] 

※主蒸気管の損傷等により原子炉建物内で急激な圧力上昇が生じた際

や建物内の水素濃度が上昇した場合に開放し、施設や機器の損傷を 

防止するために設置されている板。 

原子炉建物大物搬入口耐震対策工事 
 

開放状態（通常時） 

＜ブローアウトパネル閉止装置＞ 

閉止装置はダンパや 

駆動部等から構成され、

中央制御室からの遠隔 

操作または現場にて 

閉止する設計として 

いる。 

 
【原子炉建物】 

開放 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

【2 号機】ブローアウトパネル閉止装置の設置 

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ（外側） 

＜概要図＞ 

■ 原子炉建物大物搬入口※の耐震性を確保するため、建物外壁から張り出した躯体を撤去し、

新たに外扉を設置しました。 
※大物搬入口…建物内に大型機器等を搬入出するための出入口 

[2 号機：2022 年 8 月完了] 

＜撤去した大物搬入口の躯体＞ ＜新たに設置した外扉＞ 

約９ｍ 

約９ｍ 

駆動部 

(自動・手動) 

ダンパ 

閉止状態 


